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宇
治
市
議
会
３
月
定
例
会
は
、
会
期
が
２
月
　
日
か
ら
３
月
　
日
、
２
０
１
９
年
度
予

２０

２８

算
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
案
は
、「
財
政
が
厳
し
い
」
と
し
て
、
公
共
料
金
の
値

上
げ
、
有
料
化
、
補
助
金
削
減
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
削
減
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

共
産
党
議
員
団
は
、　
億
円
・
歴
史
公
園
よ
り
も
、
市
民
の
暮
し
・
子
育
て
、
防
災
の
ま

８８

ち
づ
く
り
を
優
先
す
べ
き
だ
と
の
立
場
で
、
論
戦
と
提
案
を
展
開
し
ま
し
た
。

消費税１０％増税ストップ　安倍政権にNO

値上げ・有料化・切り捨ての予算３
月
定
例
会

「ごみ袋の有料化」
（２人）２.２７%賛　　成
（８４人）９５.４５%反　　対
（２人）２.２７%意見表明

「古紙回収報償金の見直し」
なし賛　　成
（４１人）８５.４１%反　　対
（７人）１４.５８%意見表明

　
宇
治
市
は
、
財
政
が
厳
し
い

と
２
０
１
８
年
度
、
敬
老
会
や

鍼
灸
・
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

助
成
の
廃
止
や
　
の
公
共
施
設

７０

利
用
料
の
値
上
げ
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
市
は
、「
ご
み
袋
の

有
料
化
」「
古
紙
回
収
報
償
金
制

度
の
見
直
し
」
を
め
ざ
す
「
第

３
次
ご
み
処
理
基
本
計
画
」（
２

０
１
９
年
度
～
２
０
２
８
年

度
）
の「
素
案
」を
ま
と
め
、「
宇

治
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議

会
」
に
諮
問
を
し
、「
答
申
」
を

受
け
て
、
実
施
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　
市
が
「
素
案
」
に
つ
い
て
意

見
募
集
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
）
し
た
と
こ
ろ
、
別
表
の
と

お
り
圧
倒
的
な
市
民
は
反
対
の

意
思
を
示
し
て
い
ま
す
。
市
の

「
パ
ブ
コ
メ
指
針
」
で
は
、「
提

出
さ
れ
た
意
見
等
を
考
慮
し
て

計
画
等
の
案
に
つ
い
て
決
定
す

上
の
駐
車
場
を
有
料
化
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

８８億円
歴史公園よりくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくらららららららららららららららららららららししししししししししししししししししししし・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育ててててててててててててててててててててて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災ににににににににににににににににににににに

し
対
象
事
業
の
関
係
団
体
と
調

整
を
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
補

助
事
業
の
総
額
は
　
億
円
で
、

８.８

そ
の
内
、
見
直
し
対
象
事
業
は

　
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３.４　「
財
政
健
全
化
推
進
プ
ラ
ン
」

で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
削
減
、
新

た
な
市
民
負
担
の
方
針
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
補
助
金
の
見

直
し
も
そ
の
一
つ
で
す
。

　
宇
治
市
は
、「
心
身
障
害
児

（
者
）父
母
の
会
事
業
」
や
「
一

人
暮
し
高
齢
者
等
訪
問
活
動
事

業
」
な
ど
１
４
３
の
補
助
金
事

業
を
、「
公
益
性
」「
公
平
性
」「
有

効
性
・
効
率
性
」「
適
切
性
」「
適

格
性
」
の
観
点
で
「
〇
か
△
か
」

で
再
評
価
し
、
一
つ
で
も
「
△
」

が
あ
る
　
事
業
に
つ
い
て
は
補

６３

助
金
の
見
直
し
を
行
う
と
し
て

い
ま
す
。
市
は
、
今
後
、
見
直

ら
の
特
別
繰
入
２
億
円
（
２
０

１
７
年
度
）
を「
休
止
」
と
し
て

い
ま
す
。

　
党
議
員
団
は
、
均
等
割
と
平

等
割
を
５
０
０
０
円
引
き
下
げ

る
条
例
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

４
人
世
帯
で
は
２
万
５
千
円
の

負
担
軽
減
と
な
る
も
の
で
す
。

　
億
超
の
基
金
の
活
用
と
、
一

１３般
会
計
か
ら
の
繰
入
を
復
活
さ

せ
れ
ば
、
高
す
ぎ
る
国
保
料
の

引
き
下
げ
が
で
き
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
は
、
１
兆
円
の

公
費
投
入
で
、
均
等
割
り
、
平

等
割
り
と
い
う
国
保
独
自
の
制

度
を
な
く
し
、
保
険
料
を
協
会

け
ん
ぽ
並
み
に
引
き
下
げ
る
こ

と
を
国
に
求
め
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
２
０
１
８
年
度
の
国

民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
４

２
０
７
万
３
千
円
の
赤
字
に
な

る
と
報
告
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
当
初
予
算
で
の
基
金
積
立

金
の
１
９
０
万
６
千
円
を
決
算

市民意見募集の結果

適格性適切性有効性・
効率性公平性公益性事業名

〇△△〇〇障害者週間記念事業

〇△△〇〇心身障害児（者）父母
の会事業

〇〇△〇〇身体障害者福祉協議会
など障害者５団体運営

〇△△△〇一人暮し高齢者等訪問
事業

〇△△△〇一人暮し高齢者給配食
サービス

年収２４０万円
単身世帯

年収４００万円
４人世帯

１７８,９２７円４０２,０２３円宇治国保
１２０,２４０円２０４,４００円協会けんぽ

障
害
者
団
体
な
ど

　
の
補
助
金
を
見
直
し

６３

高
す
ぎ
る
国
保
料

引
き
下
げ
を
提
案

る
」
と
さ
れ
て
お
り
、

「
有
料
化
ご
み
袋
制

の
導
入
」
や
「
古
紙

回
収
事
業
の
報
償
金

の
見
直
し
」
は
、
止

め
る
べ
き
で
す
。

　
さ
ら
に
市
役
所
や

文
化
セ
ン
タ
ー
、
総

合
福
祉
会
館
な
ど
駐

車
区
画
数
が
　
台
以

２０

ご
み
袋
有
料
化
・

古
紙
回
収
報
償
金
見
直
し
な
ど

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

「見直し」とされた補助の例

共
産
党

見
込
み
で
は
、

６
億
２
５
７

４
万
８
千
円

に
し
て
い
ま

す
。
予
算
ど

お
り
の
基
金

積
立
て
に
す

れ
ば
約
６
億

円
の
大
幅
黒

字
で
す
。

　
さ
ら
に
、

一
般
会
計
か

宇治市国保と協会けんぽの保険料

市
民
負
担
の
増
加
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示
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ

ん
。

　
２
０
１
９
年
度
の
保
育
所
の

入
所
募
集
で
１
６
０
人
が
「
保

育
所
に
落
ち
た
」
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
党
議
員
は
幼
児
教

育
と
保
育
の
無
償
化
で
保
育
需

要
が
増
加
す
る
可
能
性
も
指
摘

し
、
認
可
保
育
所
の
建
設
が
必

な
中
学
校
給
食
が
早
期
に
実
施

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
党
議
員
は
基
本
構
想
を
い
つ

ま
で
に
策
定
す
る
の
か
追
及
し

ま
し
た
が
、
市
教
委
は
「
ど
の

時
期
に
と
い
う
の
は
お
答
え
で

き
な
い
」
と
答
弁
し
、
中
学
校

給
食
実
施
の
目
途
は
、
い
ま
だ

　
２
月
　
日
に
早
急
な
中
学
校

１４

給
食
の
実
施
と
、
安
全
で
安
心

な
給
食
の
提
供
を
願
う
７
２
７

９
筆
の
署
名
が
市
長
と
教
育
長

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
党
議
員

は
署
名
で
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の

声
も
受
け
止
め
る
べ
き
だ
と
質

問
し
、
市
教
委
は
「
基
本
構
想

の
策
定
を
行
い
、
安
心
で
安
全

て
い
ま
す
。

　
予
算
委
員
会
の
質
疑
で
、
３

月
末
に
基
本
設
計
が
完
成
し
、

続
い
て
詳
細
設
計
に
入
る
の
に
、

議
会
へ
の
報
告
は
、
設
計
が
完

成
し
て
か
ら
と
し
ま
し
た
。
本

来
、
基
本
設
計
の
作
成
過
程
で

が
黒
塗
り
で
、
詳
し
い
内
容
が

非
公
開
の
ま
ま
で
す
す
め
ら
れ

　
太
閣
堤
跡
の
歴
史
公
園
事
業

は
、
議
会
に
提
出
さ
れ
た
資
料

中
学
校
給
食
の
早
急
な
実
施

中
学
校
給
食
の
早
急
な
実
施
をを

保
育
所
作
っ
て
待
機
児
解
消

保
育
所
作
っ
て
待
機
児
解
消
をを

太
閤
堤
跡
の「
歴
史
公
園
事
業
」

 議
会
に
基
本
設
計
も
報
告
せ
ず

法律相談
毎月第一金曜日

午後２時から議員団控室
事前に議員にご連絡ください。

請願・意見書

待
機
児
童
解
消
、
保
育
士
の

処
遇
改
善
の
た
め
の
必
要
な

措
置
を
求
め
る
意
見
書
」
は
、

自
民
・
公
明
・
う
じ
未
来
が

反
対
し
て
否
決
。

共
産
党
な
ど
賛
成
し
ま
し
た

が
、
自
民
・
公
明
・
う
じ
未

来
が
、
理
由
も
言
わ
ず
に
反

対
し
不
採
択
。
共
産
党
が
提

案
し
た
「
保
育
の
無
償
化
、

　「
教
育
格
差
を
な
く
し
、

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
求
め

る
請
願
」
と
「
ク
リ
ホ
サ
ー

ト
系
除
草
剤
の
公
共
エ
リ
ア

で
の
使
用
禁
止
」
の
請
願
は
、

「
教
育
の
請
願
」「
除
草
剤
の
請
願
」

「
保
育
所
の
意
見
書
」

自
民
・
公
明
・
う
じ
未
来
が
反
対

つ
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
を
廃

止
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
集
会
所
や
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
は
、
町
内
会
の
会
議
や
子

ど
も
会
、
高
齢
者
の
集
ま
り
、

サ
ー
ク
ル
な
ど
地
域
活
動
の
拠

点
で
す
。
防
災
や
高
齢
者
支
援

な
ど
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重

要
性
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。
財
政
難
を
口
実
に

機
械
的
に
削
減
す
れ
ば
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
を
招
き

ま
す
。

い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
３
月
７
日
に
は
、「
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
（
莵
道
・
伊
勢

田
・
平
盛
）」
を
発
表
し
、
６

万
６
千
人
が
利
用
し
て
い
る
３

の
無
償
譲
渡
を
行
い
、
無
償
譲

渡
に
至
ら
な
い
場
合
に
は
、
稼

動
率
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し

廃
止
を
視
野
に
検
討
と
し
て
い

ま
す
。
利
用
が
少
な
い
集
会
所

な
ど
全
体
の
　
％
を
削
減
し
て

２０

　
２
月
６
日
、
市
は
「
集
会
所

の
　
％
を
削
減
」
す
る
「
地
域

２０
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
編
計
画
」
を

発
表
し
ま
し
た
。
２
０
１
９
年

度
よ
り
希
望
す
る
町
内
会
・
自

治
会
等
の
地
域
団
体
へ
集
会
所

「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
廃
止

「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
廃
止
」」

修
を
求
め
、
教
育
関
係
者
や
保

護
者
、
地
域
の
自
治
連
合
会
な

ど
か
ら
も
早
期
の
改
修
を
求
め

る
要
望
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
地

域
の
粘
り
強
い
運
動
と
議
会
論

戦
の
中
で
、
来
年
度
に
西
小
倉

地
域
の
４
小
中
学
校
と
南
宇
治

中
、
北
槇
島
小
、
笠
取
小
の
ト

イ
レ
改
修
に
つ
い
て
の
設
計
費

が
予
算
計
上
さ
れ
、
２
０
２
０

年
度
に
は
、
す
べ
て
の
学
校
の

ト
イ
レ
改
修
工
事
が
行
わ
れ
る

見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

間
内
に
ト
イ
レ
改
修
は
　
校
し

１７

か
終
わ
ら
ず
、
期
間
を
延
長
し

て
ト
イ
レ
改
修
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
２
０
１
８
年
度
に
南
宇
治
中

と
北
槇
島
小
は
改
修
に
向
け
て

の
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、

西
小
倉
地
域
の
学
校
は
、
計
画

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
党
議
員
団
は
、
繰
り
返
し
改

学校のトイレ改修

２０２０年度完成の見込み

要
と
追
及
し
ま
し
た
が
、
市
は

「
保
育
所
を
１
カ
所
建
設
す
れ

ば
待
機
児
童
が
即
解
消
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
」
な
ど
と
答
弁

し
、
認
可
保
育
所
の
建
設
で
待

機
児
童
の
解
消
を
も
と
め
る
保

護
者
の
願
い
に
背
を
向
け
る
態

度
を
示
し
ま
し
た
。
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プププププププププププププププププププププ

ス
ト
ッ
プ
をををををををををををををををををををををを

「
集
会
所

％
削
減

「
集
会
所
　
％
削
減
」」

２０２０
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鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄

議
会
に
詳
し
い
内
容
を
報
告
し
、

そ
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
な
ど

を
し
て
か
ら
決
定
す
べ
き
も
の

で
す
が
、
そ
れ
を
し
よ
う
と
し

て
い
ま
せ
ん
。

烏
羽

隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠

　
市
教
委
は
、
２
０
０
８
年
度

か
ら
２
０
１
７
年
度
ま
で
の

「
第
２
次
学
校
施
設
整
備
計
画
」

の
中
で
学
校
ト
イ
レ
の
改
修
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
期

改
修
さ
れ
た
学
校
ト
イ
レ

（
神
明
小
学
校
）


